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光周波数コムのキャリアエンベロープオフセット(CEO)周波数安定化は計測学で重要である。位

相変調レーザーやマイクロコムなど繰り返し周波数の高い光コムでは、2/3オクターブのスーパー

コンティニューム光(SC光)が得られているので、2f-3f自己参照干渉計(SRI)が安定化に有効である

と考えられる。このような光周波数コムの CEO周波数安定化に向け、我々はマッハ・ツェンダー

型[1]、コリニア型 2f-3fSRIを作製してきた。コリニア型は、空気の擾乱や振動などの外的ノイズ

に強いことが知られているが、我々の系でどの程度影響があるのかについては議論しなかった。 

本研究では、マッハ・ツェンダー型、コリニア型 2f-3f SRIの in-loopと out-of-loop干渉計のアラ

ン分散測定により安定性を比較した。2f-3f SRI の波長変換を担うデュアルピッチ(DP-)PPLN導波

路により、SC光 2倍波と 3倍波が同軸上に射出する[図(a)]。SRI自身の安定性評価のために、Er

ドープファイバーレーザー光(1560 nm, 300 mW, 250 MHz, 100 fs)を高非線形性ファイバーに入射

して発生させた SC光を 2分岐し、in-loopと out-of-loop干渉計のアラン分散を測定した[コリニア

型 SRIの測定系を図(b)に示す]。その結果、マッハ・ツェンダー型 SRIでは、ゲート時間が長くな

るにつれて(>100 ms)、out-of-loopのアラン分散が in-loopよりも大きくなった[図(c)]。一方で、コ

リニア型 SRIでは意図的に振動を加えた場合でも両者のアラン分散に差がなかった [図(d)]。これ

は光のパスを分けないことで、空気の擾乱や振動などの外的ノイズの影響をキャンセルできると

ともに、数秒間の計測でサブヘルツのオーダーまで光の絶対周波数を計測できる可能性があるこ

とを意味している。本研究は JSPS科研費 24360143, 26286067の助成を受けたものです。 

[1] K. Hitachi et al., Opt. Express 22 (2), 1629 (2014).  

 

Fig. (a) DP-PPLN ridge waveguide.  

(b) Experimental setup. (c), (d) Allan deviations for 

(c) a Mach-Zehnder, (d) a collinear interferometer. 
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